
令和 7 年 7 月吉日  

PTA 会員の皆様 

小平市立小平第二中学校 PTA  

 

 

令和７年度 第 1 回運営委員会報告書 

 

■ 開催日時：令和 7 年 6 月 20 日（金） 18：00～19：00 

■ 開催場所：被服室 

■ 当日出席者：副校長、本部役員 7 名、学年委員(1~3 年生・G 組)14 名、 

役員選出管理委員 3 名、地域委員２名、卓球サークル 1 名 

地域教育コーディネーター２名 

■ 対面決議：30 名 

 

１ 挨拶 

  副校長 

   皆様、こんばんは。本日は、お集まりいただきありがとうございます。また、新しい役員の方々、

PTA の運営ありがとうございます。本日は、校長不在のため、挨拶文を代読いたします。 

 

   皆様、こんにちは。本日は、ご多用の中、第１回運営委員会にお集まりいただき、ありがとうござ

います。また、日頃から本校の教育活動にご理解ご協力いただき、ありがとうございます。 

   さて、今年度は、全校生徒数５５２名でスタートしました。先日行いました RIKUTAI では、当日

に向け、生徒たちはとても努力し、それぞれがもっている力を発揮してくれたと思います。中でも、

４月に開級した自閉症・情緒障がい特別支援学級（S 組）の生徒が出場した３年生の大ムカデ競走で

は、走り終わった女子実行委員が S 組のそばに行き、励ましと伴走をしてくれました。その様子に

つられ３年生全体が S 組を応援する姿が見られ、新しい学級が生徒の中に温かく迎え入れられてい

る様子を感じることができました。当日の来賓でお見えになった市長・教育長にもその場面を見てほ

しかったな、というのが率直な感想です。 

その翌週に行われた「こだいら特別活動の日」でも多くの保護者の方にご来校いただきました。こ

こでも生徒たちの頑張っている姿を見ていただいたのかなと思います。本校の教員も意欲的に取り

組んでいますので、ぜひ応援していただければと思います。 

それはそうと、今年度の PTA 活動もスタートしました。PTA については、令和４年度からの歴代

の本部役員さんのご尽力で組織のスリム化が図られました。その一方、役員選出についてはくじ引き

に頼らざるを得ない状況があります。校区内の小学校では全員が立候補というところもあるようで

す。この現状を変えていくためには、更なる改革が必要との認識です。役員の皆様には、より良い

PTA になるよう、ぜひともお力添えいただけたらと思います。一年間どうぞよろしくお願いいたし

ます。校長 吉田 功 



  PTA 会長 

 この度、PTA 会長になりました水戸裕子と申します。 

昨年に引き続き、本部役員全員がくじ引きで決まるという状況で、会長を引き受けさせていただ

きました。今回役員を引き受けてくださった方もくじ引きで当たった方もいるかと思います。ご協

力ありがとうございます。 

保護者の方も仕事をしている方が多く、PTA の在り方も変わっていかなければいけない時期に来

ていると思います。多岐に渡る業務で忙しい先生方に寄り添いながら、こどもたちのよりよい学校

生活のために、限られた一部の方にだけに負担が集中することなく、みんなで少しずつ助け合う、そ

んな体制を作れたらと思っております。 

まだまだ分からないことも多く、至らない点も多々あるかと思いますが、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

  地域教育コーディネーター 2 名（佐々木順子氏、吉永美穂氏） 

日頃から学校支援ボランティア活動へのご理解とご協力ありがとうございます。 

学校支援ボランティアでは、学校の環境を整えるお手伝いや、生徒の皆さんの学習のお手伝いをす

る活動をしています。 

「グリーンサムボランティア」と名付けた花壇のお手入れをする活動では、昨年度から先生方と協

力して花壇のお手入れを行っています。５月には、草取りとひまわりの種まきを行いました。無事に

芽が出て、すくすくと育っているので、きっともうすぐひまわりの花が咲いて夏の花壇を飾ってく

れると思います。 

今日、図書室の蔵書点検のボランティア募集についての「ねこの手通信」を配布させていただきま

した。来週には、お子さん経由でお手元に届くかと思います。蔵書点検は図書室の本のチェックをす

る作業です。8/7（木）9：30 からの活動予定です。夏休み中の活動ですが、おしゃべりついでにお

手伝いをしていただければなと思っています。 

また、来週には期末テストが始まります。学習支援の取り組みとして「放課後学習教室」を開催し

ています。すでに開催のお知らせのメール配信とお知らせが配布されていると思います。学習支援

員として地域のボランティアの方が学習フォローをしてくださっているので、自習の場所としてだ

けではなく、わからないところを質問して教えてもらうこともできます。この他にも、英検二次対策

も実施していますので、受検予定の方、受検を考えている方は、活用してください。 

私たちは二中卒業生の保護者です。学習支援ボランティアは、活動を通して二中が人と人とをつな

ぐ場所になるお手伝いができたらと思っています。肩に力を入れるのではなく、お手伝いのついで

におしゃべりして楽しく過ごせます。これからも学校支援ボランティアをよろしくお願いいたしま

す。 

 

２ 本部役員・委員会・サークル活動報告及び予定 

  ◆基本的な活動報告について 

※別紙参照 

  ◆RIKUTAI の感想・意見について 



PTA 本部（副会長） 

   学級委員の方に RIKUTAI の受付等を担当していただいたが、感想や意見があればお願いします。 

  学級委員 

・ご自分の学年の観覧が終わったら、保護者が写真撮影しやすいように、観覧場所の入れ替わりがあ

ったらいいなという意見を受付でいただいた。小学校では、譲り合いながらの参観ができていた

が、中学校でもできたらよい。また、譲り合いのことについて、事前に学校から案内があったらよ

い。 

・複数人で来校する家族が多く、名札を家族全員分持っていない家族が多かった。そのため、受付業

務として、名札のご案内が多かった。受付業務はスムーズにできた。 

PTA 本部（会長） 

   近年の PTA 改革で学級委員が半数まで減っており、受付及び駐輪場整理の担当人数を絞ってしま

ったが、大丈夫だったか？ 

  学級委員 

・受付に関しては大丈夫だった。 

学校側（副校長） 

・保護者アンケートでも、観覧について複数の方より意見をいただいているので、来年度は改善しま

す。観覧場所の入れ替わりについて、事前にアナウンスをすること、プログラムに記載することな

どは可能。観覧スペースが狭いことについては、検討中だが、どこまで改善できるかわからない。 

・PTA の人数を減らしたことについては、問題がなかった。駐輪場整理の負担軽減のため、歩いて

来てくださいとアナウンスしていたが、かなりの人数が自転車で来校していた。混乱がなくてよか

った。市内２校は、自転車での来校を禁止している。できるだけ歩いて来校していただきたい。 

 

３ 報告事項 

  ◆学級委員の仕事内容と委員の免除について 

  PTA 本部（会長） 

昨年度規約の改正があり、学級委員も該当生徒の在籍中、委員を免除される権利を得られるように

なりましたので、これまで本部役員が行っていた仕事の一部を令和７年度から学級委員の方にもご

協力をお願いしたい。つきましては、制服リサイクルを学級委員の方にお願いしたい。令和８年３月

７日の学校公開と合わせて行う予定の制服リサイクルについては、この後引き継ぎをお願いします。

令和８年４月に行う予定の学級委員選出のくじ引きのお手伝いもお願いします。 

 

４ 協議事項 

（１）今年度の会費の徴収と余っている予算について 

  PTA 本部（会計） 

今年度は会費を徴収していないが、PTA の繰越金が約８０万円あり、今後 PTA 活動を縮小させ

る方針のため、この予算も減らしたいと考えている。予算を減らす手段として、学校側からは、先生

からの意見を聞いて、学校が必要と考えるものの購入を検討したいと聞いている。そこで、学校側と

協議して令和８年度に何かを購入する方向でよいか。また、令和８年度も会費の徴収をしない方向で



よいか。 

  出席者より 

   PTA の年間の予算は、どのくらい必要で、何年後に予算が底をつくのか。 

  PTA 本部（会計） 

   令和７年度予算は、消耗品費、手数料、渉外費の年間合計約２万円支出予定。残りは繰越予定。 

出席者より 

   保険は入っていないのか？ 

  PTA 本部（会長） 

コロナ後イベントを開催していないので、イベント保険は昨年度解約した。コピー機のリースも解

約した。本部役員通信費など、今年度役員が必要と感じている予算についても、カットされている。

今ある約８０万の予算は、もしも PTA が解散したときに、その予算をどうするかという問題もある

ので、予算を減らしていくという方向で考えている。予備費として、残高が多く残っていた。それは、

学校側の要望でテント購入費にあてていた。他校は、PTA が解散して別の組織で運営しているとこ

ろもある。今後は、必要な時に集金を行い使い切る方向で考えている。 

  出席者より 

   PTA を今後、解散するかも決まっていないのに、在籍している生徒が予算を食いつぶして良いの

か。今後の PTA 運営のビジョンがないのに、会費を集めないとして良いのか。 

PTA 本部（会長） 

   昨年、令和７年度は会費を集めないという方針で、PTA 会員の承認は得られている。規約が令和

７年度は徴収しないとなっているので、年度ごとに徴収の有無を決める必要がある。 

  出席者より 

この PTA 自体を継続するかどうかの審議はだれが行うのか。発議は誰がするのか。 

  PTA 本部（会長） 

   PTA 運営についての審議は、運営委員会で承認をとって、メール等で PTA 会員全員に決議をと

る。第２回、第３回の運営委員会で、PTA を解散させるという発議があれば、それを受けて運営委

員会で承認をとり、PTA 会員全員にメールにて決議をとることとなる。しかし、まだ解散について

何も具体的に話し合いは進んでいない。 

  出席者より 

   気持ち的には、先輩方が納めたものを使うのが心苦しい。毎年、PTA という会を継続するか確認

する必要があるのではないか。会を継続するということになれば、少額でもよいので集金した方が良

い。PTA 会費は学校が必要とするものを購入する。集金したものを有意義に使うのが本来なのでは。 

  PTA 本部（会長） 

   繰越金が多いことについては疑問に感じている。繰越金が多いのは、積み立て的な意味合いもあ

った。ただ、毎年、PTA 役員の選出が困難であることや PTA 非会員が増加していることなども踏ま

えて、PTA は継続が厳しい。運営については、見直しが必要である。前年度までの流れも受けて、

今後もPTAをなるべくスリム化したいと考えている。予算については、今後引き続き協議していく。

今年度は予算をとっていないので、来年度以降の予算について検討する。 

 



  議決 令和８年度、PTA 会費の徴収はしない。 賛成２３名 反対７名 

     学校側が必要とするものがあれば、余っている予算を使用する。 賛成２６名 反対４名 

 

（２）仕事のボランティア化について 

PTA 本部（会長） 

PTA 非会員が増えているため、会員の方のみでのボランティア活動が難しいと考えている。そこ

で、非会員の方にもボランティアの協力をお願いしたい。今後は、学級委員は、ボランティア活動の

とりまとめ役を担う役割としたいと考えている。今年度の検討項目としたい。 

  出席者より 

 ６小で PTA 会長をしていた。６小では、PTA はすべて立候補で成立していた。ボランティア制度

を導入し、専門委員会をすべて廃止した。アプリを活用して、ボランティア活動を運営している。ア

プリを導入して３年目であるが、問題なく運営できている。アプリ導入のきっかけとしては、学校

が、運動会の後片付けを保護者に呼びかけたら、後片付けがあっという間に終わった。それを見て、

ボランティアを呼びかければ協力してくださる保護者がたくさんいらっしゃると考え、その制度を

導入した。二次元コードを読み込めば、アプリの登録も随時できる。 

  PTA 本部（会長） 

   アプリの件など貴重なご意見ありがとうございました。 

会長交流会で、他の学校の PTA の活動を耳にする機会があるが、体育祭のお手伝いをイベント会

社とシルバー人材に外部委託した学校がある。今年は試しに数名入れてみたそうだが、イベント会社

は状況を通しで把握してくれ、滞在してくれるし、シルバー人材の自転車整備では、常に駐輪場がき

れいで出し入れがしやすく、とても好評だった。こういう選択肢もある、実際にやっている学校があ

るという事で情報共有させていただいた。ただし、校長先生の意向で、会社などの活用を断られたと

いう事例もある。 

  PTA 本部（副会長） 

   各委員から、事前の協議事項はありませんでした。 

 

５ その他 

 （１）報告書の提出について ※HP 掲載の「令和 7 年度版 委員用てびき」 P5 参照 

  PTA 本部（書記） 

   各委員会・サークルの活動報告と予定の提出は締め切り厳守でお願いいたします。 

提出方法は、運営委員会のグループ LINE に送信ください。 

提出後に追加や修正がありましたら、運営委員会グループ LINE にてお知らせください。 

議題にしたいことがある場合は、活動報告書の③に記入して下さい。内容によっては役員会でご説

明をいただく場合があるかもしれませんので、ご了承ください。 

第３回運営委員会では１年間の活動報告書をご提出していただきますので、各回報告書の保管を

お願いいたします。 

また、年間活動報告書を学校 HP に掲載し、次年度の委員への引き継ぎ資料として使用しますの



で、次年度の委員が分かるように活動内容を詳しくご記入いただきますようお願いいたします。 

 

（２）PTA 会議室の利用について  

※HP 掲載の「令和７年度版 委員用てびき」 P2 参照 

  PTA 本部（副会長） 

   PTA 室の使用については、委員用手引きを参照してください。今年度、北校舎１階の旧 PTA 室

は、すみれルームとなり、新 PTA 室は、南校舎３階個別学習室に移動します。エアコンが入ってい

ます。 

  出席者より 

引っ越しは誰が行うのか。 

学校側（副校長） 

棚の引っ越しは学校で行った。制服リサイクルのものは、そのまますみれルームに置いておく予

定。すみれルームは、夕方の時間であれば、事前に連絡の上、今後も使用可能です。 

 

  （３）名簿について 

  PTA 本部（書記） 

電話番号の記載のない名簿を副校長先生、本部役員、各委員長へお子様を通して 5 月の総会後に

配布をしております。 

※各委員会で連絡を取るために個々で交換し合っている電話番号や LINE 等は本人の了承なしに

他の人に流用することのないように十分気を付けてください。 

 

  （４）各委員会からのお知らせ（配布物）などについて 

   ※HP 掲載の「令和７年度版 委員用てびき」 P４参照 

各委員会・サークルから保護者へお知らせしたい場合は、PTA 会長・副校長先生の順でチェック

を受けていただきます。印刷機は今後も使用することがある。 

  出席者より 

今年度に関しては、選挙管理委員会からの文書は全てデジタルで行う予定。 

  学校側（副校長） 

   印刷機も新 PTA 室に移動する方向で検討する。 

  PTA 本部（副会長） 

   現在は、すみれルームに印刷機がありますので、ご承知おきください。 

コピー機は、使用頻度が低いことからレンタルを中止したことにより、印刷機のみの所有になってい

る。印刷機は、１，２枚の印刷のために連続して製版すると故障の原因となる。少ない枚数をコピー

したい場合は、PTA で購入した紙を事務室に持参して、事務室でコピーをとる。 

 

（５）年度運営委員会の日程 

  PTA 本部（副会長） 

第 2 回：11/14（金）   第 3 回：2/10（火） 



※ 第 2 回、第 3 回は書面開催を予定しています。 

６ 追加の協議事項 

  選挙管理委員会（委員長） 

役員に関する減免について協議していただきたい。本部、その他の委員会については業務削減の方

向で進んでいるが、選挙管理委員会は業務を削減するとことがなく、ボランティア活動ではあるが仕

事が増えている。選挙管理委員会は、仕事はほぼ委員長、副委員長のみで行っていたと引き継いでい

る。３役以外の方には、最後の最後に、互選会のみお手伝いをいただく予定となっている。他の委員

会に関しては、生徒が在籍中は、減免されるが、選挙管理委員会については、委員長、副委員長です

ら次年度以降（引継ぎだと翌年は）減免されるとあり、不公平、不平等感を改善していただきたい。

選出の方法で言うと、本部役員に関しては、互選という方法で、お互いの事情を鑑みながら選ぶチャ

ンスがあったが、私については、いきなり手紙が届き選挙管理委員会委員長だった。引き受けたので

はなく、通告されたので、拒否権もなくやっている。このやり方が変わらなければ、減免について、

改善を検討いただきたい。 

在籍生徒数５００数十名いるが、ここにいる全員が永年免除を勝ち取ったとして、影響がないので

はないか。３名こどもがいる同僚は、永年免除がある小学校のため、永年免除を勝ち取るために、会

長に立候補した。それをメリットとして、立候補する方もいるのではないか。ぜひ、ご検討いただけ

ればと思います。 

  PTA 本部（会長） 

昨年度までは、個人情報の扱いの都合上、委員長、副委員長に仕事が偏っていた。その引継ぎは行

っているか。 

  選挙管理委員会（委員長） 

   そういったことよりも、実務が多い。仕事の段取りをして、十数名の委員が集まって仕事をするの

は難しい。実質的には委員長、副委員長が行っている。他の委員に頼める仕事がない。他の委員は、

互選会で１回切りの仕事をすると、翌年度免除となる。しかし、委員長、副委員長は、一年間を通し

て仕事をしても、１年間の免除にしかならない。仕事量に免除が見合っていないので、待遇改善を求

めたい。 

  出席者 

３役以外に仕事が振れないのはなぜか。委員長、副委員長が何をしているかが、わからないから手

伝えない。選挙管理委員会の委員をしていても、仕事の依頼もなかった。 

  選挙管理委員会（委員長） 

仕事が難しい。頼み方がわからない。３役がやる方が効率的。アナログでやると紙を配布する仕事

があるが、仕事を依頼して調整するのも手間であり、今年度はでデジタルで行うことにした。仕事を

振るにしても平等にするために調整が必要なため、少人数でする方が効率がよい。 

  PTA 本部（会長） 

   仕事を均等にしたければ、日程調整など面倒なこともあるが、個々が負担にならないように、委員

に協力をもらいながらお願いします。 

  選挙管理委員会（委員長） 

   現実問題、失敗しないようにやらなければならない、精神的に負担が大きい。仕事的に他の委員に



依頼しづらい、依頼しようがない。本部役員と同じくらい大変な仕事であることをご理解いただきた

い。 

  PTA 本部（会長） 

   昨年度も、この件については意見が出て、３役以外の方にも仕事をしていただくという意味もあ

り、４月のくじ引きのお手伝いをしていただくことになった。免除についても、どこまでできるかわ

からない。非会員が多いため、免除となっても、くじ引きの人数が集まらなかった場合は、くじ引き

の対象となる。来年か再来年にはそのような状況が予想される。そのため、免除を増やすことについ

ては慎重に考えている。 

  選挙管理委員会（委員長） 

仕事が減っている他の委員よりも、選挙管理委員会の３役は、条件が悪いことは何とかしていただ

きたい。 

  PTA 本部（会長） 

   そのことについては、他との兼ね合いを含めて検討する。 

選挙管理委員会（委員長） 

３役については、在籍中の免除をご検討いただきたい。 

  PTA 本部（会長） 

選管１０名ではなく、５名にして全員でやるのはどうか。 

  選挙管理委員会（委員長） 

   それは良いと思う。人数減らして待遇改善した方がよい。 

  PTA 本部（会長） 

   その方が、役員にならなくてはいけない人数も減るし、仕事をみんなで共有できる。 

 

閉会 

 

※規約の変更に関わってきますので、免除や減員については、今後の検討項目とさていただきます。 

 

 

 


